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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、2017年6月から2018年3月の間、東京都内のクリニックで梅毒抗体検査を受け

た20歳以上の女性を対象に、異性間性的接触による梅毒感染リスクについて検討した症例

対照研究である。過去半年以内の性風俗従事歴が感染リスクとして示唆され、風俗の種別

は登録制の店舗型及び非店舗型風俗が主であり、個人によるものは症例、対照ともに2割未

満であった。また、出会い系サイト・SNS等を介した性行為相手との出会いと梅毒感染とに

有意な関連を認めなかった。性風俗従事歴がある者では、コンドームの不使用及び不定期

使用が梅毒感染の危険因子であった。従事歴のない者では、若年であることと高等学校卒

業までの最終学歴がリスクとして示され、特定の社会経済的階層に感染が広がり始めたこ

とが示唆された。本論文の内容は、日本の性感染症の分野で、対策につながる危険因子の

特定という重要な知見を示唆するものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 

 


